
今
は
激
動
の
時
代
で

す
。
一
日
一
日
が
安
倍

軍
国
志
向
内
閣
と
の
闘

い
。
▼
沖
縄
辺
野
古
基

地
建
設
反
対
で
政
府
に
真
正
面
か

ら
ぶ
つ
か
っ
て
い
る
オ
ー
ル
沖
縄

翁
長
知
事
。
一
歩
も
ひ
か
な
い
。

沖
縄
は
自
ら
基
地
を
さ
し
だ
し
た

こ
と
は
過
去
１
回
も
な
い
。
す
べ

て
終
戦
直
後
ア
メ
リ
カ
軍
に
銃
剣

と
ブ
ル
ド
ー
ザ
に
よ
り
奪
わ
れ
た

も
の
だ
。
▼
消
費
税
を
あ
げ
て
お

い
て
、
社
会
保
障
費
３
９
０
０
億

円
削
減
。
消
費
税
は
社
会
保
障
の

た
め
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
ト
ヨ

タ
が
受
け
る
研
究
開
発
減
税
は
、

１
２
０
０
億
円
に
の
ぼ
る
。
ウ
ソ

で
た
ら
め
の
安
倍
政
権
。
▼
軍
国

は
膨
大
な
金
が
い
る
。
そ
の
た
め

国
民
か
ら
ま
き
あ
げ
る
た
め
に
消

費
税
は
ま
す
ま
す
必
要
に
な
る
。

安
倍
内
閣
の
目
指
す
道
は
日
本
が

滅
ぶ
道
だ
。
▼
選
挙
に
行
き
ま
し
ょ

う
。
棄
権
は
結
局
『
消
極
的
に
安

倍
に
賛
成
。
』
な
の
で
す
。

（
樋
口

出

記
）

新しい仲間を
紹介します

仲間づくり

（三日市）

(4月22日現在)

２１２名

２
０
１
３
年

10
月
か
ら
、

「
特
例
水
準
」
の
解
消
と
し

て
、
年
金
引
き
下
げ
が
１
％

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
不

服
と
し
て
、
14
年
１
月

31
日

に
「
行
政
不
服
審
査
請
求
」

を
、
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
が
東
海

北
陸
厚
生
局
に
請
求
し
ま
し

た
。
３
月

28
・
31
日
に
却
下

決
定
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

「
再
審
査
請
求
」
を
５
月

12

日
に
請
求
し
、
15
年
２
月

20

日
に
却
下
採
決
が
出
ま
し
た
。

不
服
審
査
請
求
は
全
国
で

12
万
６
千
余
人
、
「
く
ら
し

守
れ

20
万
請
願
大
運
動
」
で

０
４
年
の
法
改
正
で
は
、
物
価
の

上
昇
で
解
消
す
る
と
さ
れ
、
２
０

１
２
年
の
解
消
す
る
た
め
の
法
律

で
は
、
自
動
的
に
削
減
を
決
め
た

も
で
は
な
い
。
）
・
違
憲
性
（
憲

法
13
条
ー
期
待
権
と
幸
福
追
求
権
、

憲
法
25
条
ー
生
存
権
と
生
活
権
、

憲
法
29
条
ー
財
産
権
）
を
根
拠
に
、

最
低
保
障
年
金
制
度
の
確
立
、
マ

ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
廃
止
を
求

め
て
争
い
ま
す
。

原
告
の
橋
詰
さ
ん
を
先
頭
に
、

「
年
金
裁
判
を
支
え
る
会
」
や
組

合
員
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
に
支
援

組
織
を
つ
く
り
、
財
政
募
金
を
募

り
、
傍
聴
席
を
い
つ
も
一
杯
に
し

て
、
「
楽
し
く
お
お
ら
か
に
」
自

信
を
持
っ
て
、
取
り
組
み
ま
す
。

絶
大
な
応
援
、
支
援
を
お
願
い
し

ま
す
。

（１） 第２１８号 き ら ら ２０１５．４．２２
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第 19 回支部総会 活動の重点 熱い討議を！

原
告

を
先
頭
に

（
橋
詰
圭
一
さ
ん
）

｢

特
例
水
準
」解
消
違
憲
訴
訟
の
取
り
組
み

は
30
万
余
の
組
合
員
、
国
民
の
怒

り
を
結
集
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

三
重
県
本
部
は
、
東
海
ブ
ロ
ッ

ク
と
し
て
、
５
月
29
日
に
、
各
支

部
１
名
の
原
告
で
原
告
団
を
結
成

し
、
名
古
屋
地
裁
に
提
訴
し
ま
す
。

「
特
例
水
準
」
解
消
の
違
法
性

（
特
例
措
置
の
実
施
時
に
は
、
解

消
す
る
こ
と
が
謳
わ
れ
ず
、
２
０

「若
い
人
も
高
齢
者
も
安
心
で
き
る
年
金
を
求
め
る
請
願
署
名
」

組
合
員
は
も
れ
な
く
署
名
を

老
齢
基
礎
年
金
だ
け
の
人
は
８

０
０
万
人
、
そ
の
年
金
額
は
月
約

５
万
円
で
す
。
高
齢
者
の
大
半
は

低
年
金
者
で
す
。

若
い
人
も
、
非
正
規
労
働
や
低

賃
金
で
深
刻
で
す
。
現
役
時
の
賃

金
額
が
年
金
額
に
反
映
し
ま
す
。

消
費
税
が
上
が
り
、
物
価
も
上

が
り
、
暮
ら
し
が
大
変
な
上
に
、

「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」
の
初

適
用
で
、
年
金
引
き
下
げ
が
毎
年
、

今
後
30
年
も
続
き
ま
す
。
基
礎
年

金
は
30
％
も
下
が
る
予
定
で
す
。

請
願
項
目
（
簡
略
）

①
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
廃
止

②
支
給
開
始
年
齢
の
引
き
上
げ
、

保
険
料
の
納
付
義
務
期
間
の
延
長

な
ど
、
年
金
改
悪
の
ス
ト
ッ
プ

③
最
低
保
障
年
金
制
度
の
実
現

④
社
会
保
障
費
の
大
幅
削
減
反
対

先
ず
全
組
合
員
が
署
名
す
る
、

そ
し
て
、
周
り
の
人
に
広
め
る
、

各
団
体
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
求
め

る
、
結
果
１
０
０
万
を
集
め
ま
す
。

仲
間
づ
く
り

を

国
保
税
引
き
上
げ･

介
護
改
悪
や
め
よ

安
保
法
制
の
立
法
化･

消
費
税
増
税･
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
・原
発
再
稼
働
も

仲
間
づ
く
り
の
目
標
は
昨
年
に

引
き
続
き
２
５
０
人
で
す
。
仲
間

づ
く
り
を
い
つ
も
頭
に
置
い
て
、

声
か
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

国
保
税
を
15
％
も
引
き
上
げ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
が
と
ん
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
引
き
下
げ
を
求
め
ま

す
。
介
護
保
険
料
が
６
・
75
％
も

上
が
り
ま
し
た
。
総
合
事
業
も
実

施
の
方
向
で
す
。
利
用
料
Ｕ
Ｐ
と

サ
ー
ビ
ス
低
下
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

安
倍
政
権
の
暴
走
が
続
い
て
い

ま
す
。
安
保
法
制
（
戦
争
立
法
）

の
立
法
化
を
止
め
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
消
費
税
10
％
増
税
は
命
の
問

題
で
す
。
許
せ
ま
せ
ん
。
原
発
の

再
稼
働
は
、
住
民
の
人
格
権
の
侵

害
で
す
。
新
規
制
基
準
で
は
過
酷

事
故
は
防
げ
ま
せ
ん
。

（
勝
谷

鐵
幸

記
）

250
人



（２）第２１８号 き ら ら ２０１５．４．２２

「
み
え
の
介
護
を
よ
く
す
る
会
」

（
み
え
労
連
、
社
保
協
、
年
金
者

組
合
な
ど
で
構
成
）
が
、
２
０
１

５
年
２
月
に
、
県
下
１
９
８
４

（
鈴
鹿
市
１
８
３
の
う
ち
１
２
５
）

の
事
業
所
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
郵

送
し
、
直
接
訪
問
し
て
回
収
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
活
動
を
行
い
、
そ
の

結
果
を
公
表
し
ま
し
た
。

鈴
鹿
支
部
は
９
人
が
36
事
業
所

を
訪
問
し
回
収
し
ま
し
た
。
県
全

体
の
回
収
数
は
９
８
０
件
（
50
・

３
％
）
で
し
た
。

る
42
％
と
、
懸
念
が
過
半
数
を
大

き
く
超
え
て
い
ま
す
。

そ
の
内
容
は
、
報
酬
単
価
引
き

下
げ
で
経
営
が
大
変
68
％
、
利
用

料
増
で
現
在
の
サ
ー
ビ
ス
が
利
用

で
き
な
く
な
る
46
％
、
家
族
の
負

担
が
増
え
る
42
％
、
職
員
の
確
保

が
困
難
に
な
る
37
％
、
利
用
料
負

担
で
利
用
者
が
減
る
36
％
、
認
知

症
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
継
続
が
困
難

に
な
る
27
％
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
の
確
保
の
見
通
し
が
た
た
な
い

24
％
、
入
浴
機
会
が
減
る
24
％
、

サ
ー
ビ
ス
減
22
％
、
食
生
活
の
維

持
に
支
障
13
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
勝
谷

鐵
幸

記
）

昨
年
軍
事
力
で
ク
リ
ミ
ア
半
島
を

編
入
す
る
時
に
、
核
兵
器
を
使
う

準
備
を
し
て
い
た
と
脅
し
ま
し
た
。

日
本
政
府
も
、
一
昨
年
、
昨
年
と

続
け
て
、
国
連
総
会
で
非
同
盟
国

な
ど
提
案
の
「
核
兵
器
禁
止
条
約

の
交
渉
開
始
を
求
め
る
決
議
」
に
、

日
本
は
米
国
の
核
抑
止
力
に
頼
る

国
で
あ
る
と
し
て
、
棄
権
し
て
い

ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
に
原
水
協

は
、
千
人
の
代
表
団
と
、
届
い
て

い
る
分
の
４
２
６
万
余
の
署
名
を

国
連
に
送
り
ま
す
。
唯
一
の
被
爆

国
民
と
し
て
の
、
「
核
兵
器
の
な

い
世
界
を
」
の
願
い
を
、
核
保
有

国
だ
け
で
な
く
全
て
の
国
々
に
し
っ

か
り
と
伝
え
ら
れ
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
介
護
の

改
悪
が
利
用
者
に
も
事
業
者
に
も

た
い
へ
ん
不
利
に
働
く
事
態
を
浮

き
彫
り
に
し
て
い
ま
す
。
三
重
県

の
介
護
実
態
を
把
握
し
て
活
動
に

活
か
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

要
支
援
１
・
２
を
介
護
保
険
か

ら
外
し
、
市
が
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
「
総
合
事
業
」
は
、

鈴
鹿
市
は
２
０
１
７
年
度
か
ら
と

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
の

懸
念
は
、
大
い
に
懸
念
し
て
い
る

25
％
、
懸
念
し
て
い
る
こ
と
は
あ

４
月
９
日
11
時
か
ら
１
時
間
、

ハ
ン
タ
ー
前
で
、
４
人
が
、
「
核

兵
器
全
面
禁
止
の
ア
ピ
ー
ル
」

「
私
た
ち
は
す
べ
て
の
国
の
政
府

に
、
す
み
や
か
に
核
兵
器
禁
止
条

約
の
交
渉
を
開
始
す
る
よ
う
求
め

ま
す
。
」
署
名
と
募
金
を
求
め
ま

し
た
。
署
名
は
32
筆
集
め
ま
し
た
。

２
０
１
０
年
５
月
の
核
不
拡
散

条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検
討
会
議
で

は
、
核
保
有
国
を
含
む
１
８
９
の

国
々
が
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
の

平
和
と
安
全
を
達
成
す
る
」
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。

今
年
は
広
島
、
長
崎
の
被
爆
か

ら
70
年
の
年
で
あ
り
、
５
年
ぶ
り

に
核
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｔ
Ｐ
）
再

検
討
会
議
が
開
か
れ
る
年
で
す
。

ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、

アンケート結果
※要支援１・２を保険外にして 2017 年４月には市

町の「総合事業」へ移行することについて

大いに懸念している 25 ％

懸念していることがある 42 ％

総合事業そのものがよくわからない 23 ％

※懸念の内容について（複数回答）

総合事業の報酬単価が下がると経営が大変になる

68 ％

利用料増によって現在のサービスが利用できなく

なる人が出る恐れがある 46 ％

家族の介護負担が増える 42 ％

※2015 年４月からの介護報酬引き下げに対する対応

について

賃金・労働条件を見直す 22 ％

事業を見直す（要支援者を受け入れない） 17 ％

事業をやめる ３％

※それについての記述回答

「利用者を増やす」「加算を取る」「どうするか検

討中」「様子を見る」「何を直せばよいかわからな

い」「職員の給与はへらせない」など。

※介護職員は足りているか

足りている 45 ％

不足している 41 ％

大変不足している ４％

※不足の理由

賃金水準が低い 37 ％

労働がきつい 21 ％

イメージがわるい 15 ％

人間関係でやめる 10 ％

養成する制度に不備 ８％

その他 ９％

介
護
改
悪
は
利
用
者
・事
業
者
に
不
利

み
え
の
介
護
を
よ
く
す
る
会

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

今
月
も
集
め
ま
し
た

６
・９
行
動

勝
谷

鐵
幸

「
６
・
９
行
動
」
と

は
、
原
爆
が
投
下
さ
れ

た
８
月
６
日
と
８
月
９

日
を
再
び
繰
り
返
さ
せ

な
い
決
意
を
、
「
ノ
ー

モ
ア
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ

サ
キ
」
に
込
め
て
訴
え
、

毎
月
、
６
日
、
９
日
に

署
名
、
募
金
を
行
な
う

行
動
で
す
。

（
勝
谷

鐵
幸

記
）

６
・
９
行
動

写
真
提
供

勝
谷

鐵
幸
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持
つ
子
ど
も
が
増
え
て
い
る
、
と

い
う
結
果
に
、
や
が
て
ガ
ン
や
白

血
病
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
不

安
を
訴
え
る
福
島
の
子
ど
も
た
ち

と
、
そ
の
親
が
主
に
登
場
す
る
映

画
で
す
。

多
数
の
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
観

て
頂
き
ま
し
た
。
「
神
戸
寝
釈
迦

ま
つ
り
」
と
重
な
っ
た
の
で
「
沢

山
観
に
来
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
」

と
心
配
し
て
い
た
の
で
す
が
、
２

日
間
で
１
７
５
名
、
ア
ン
ケ
ー
ト

を
書
い
て
下
さ
っ
た
の
は
44
名
で

し
た
。

40
才
代
・
10
代
の
方
の
ア
ン
ケ
ー

去
る
３
月
13
日
・
14
日
に
「
９

条
の
会
す
ず
か
｝
主
催
の
映
画
会

が
ジ
ェ
フ
リ
ー
ホ
ー
ル
で
あ
り
ま

し
た
。

フ
ク
シ
マ
の
子
供
た
ち
が
放
射

能
の
影
響
を
受
け
て
い
る
状
況
を

伝
え
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

で
す
。
こ
の
映
画
の
タ
イ
ト
ル

『
Ａ
２ｰ

Ｂｰ

Ｃ
』
は
、
甲
状
腺
検

査
に
お
け
る
、
膿
ほ
う
や
し
こ
り

の
大
き
さ
を
表
す
判
定
記
号
の
こ

と
。
将
来
甲
状
腺
ガ
ン
の
原
因
に

も
な
り
う
る
膿
疱
あ
り
と
い
う
こ

と
を
示
す
、
Ａ
２
判
定
が
出
始
め

て
い
ま
す
。
膿
ほ
う
や
し
こ
り
を

県
中
央
メ
ー
デ
ー
は
、
５
月
１

日
（
金
）
10
時
か
ら
、
津
市
大
門

の
「
観
音
公
園
」
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
集
会
後
、
11
時
20
分
か
ら
パ

レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
す
。

集
会
で
は
、
働
く
者
の
幸
せ
と

平
和
を
願
う
合
唱
団
の
演
奏
、
デ

コ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
カ
ー
ド
審

査
会
・
ア
ピ
ー
ル
な
ど
が
あ
り
ま

す
。パ

レ
ー
ド
は
、
会
場
の
公
園
か

ら
お
城
西
公
園
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

メ
ー
デ
ー
の
テ
ー
マ
は
、

□
８
時
間
労
働
を
守
れ
。
生
涯
派

遣
法
、
残
業
代
ゼ
ロ
な
ど
労
働

法
制
改
悪
反
対
。

□
大
幅
賃
上
げ
。

□
時
給
１
０
０
０
円
以
上
の
全
国

一
律
再
賃
制
の
実
現
。

□
戦
争
す
る
国
づ
く
り
反
対
。

ト
が
あ
り
、
若
い
人
た
ち
に
観
て

も
ら
え
た
の
が
良
か
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
「
原
発
の
効
率
の
悪

さ
も
考
え
る
べ
き
」
と
の
若
い
人

か
ら
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

な
・
な
ん
と
、
こ
の
映
画
は
３

月
16
日
以
降
日
本
で
上
映
で
き
な

く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
ア
ッ
シ
ュ

監
督
の
３
月
14
日
付
ブ
ロ
グ
に
は

「
検
閲
？
自
主
検
閲
？
」
の
見
出

し
で
「
配
給
会
社
が
一
方
的
に
配

給
を
取
り
や
め
た｣

と
書
か
れ
て

い
ま
す
。
ど
こ
か
か
ら
の
圧
力
で

「
言
論
・
表
現
の
自
由｣

を
奪
わ

れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

（
川
北

秀
洋

記
）

□
安
倍
暴
走
政
治
ス
ト
ッ
プ
。

□
憲
法
を
活
か
す
社
会
の
実
現
。

□
年
金
・
医
療
・
介
護
な
ど
社
会

保
障
制
度
の
拡
充
。

□
貧
困
と
格
差
の
解
消
。
な
ど
。

支
部
は
、
次
の
要
項
で
参
加
し

ま
す
。

５
月
１
日
（
金
）
８
時
45
分
集
合

白
子
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

車
に
分
乗
し
て
行
き
ま
す
。

昼
食
代
（
５
０
０
円
）

雨
天
決
行

申
し
込
み
連
絡
先

勝
谷
鐵
幸

（
℡
３
８
７
ー
０
３
８
３
）

４
月
29
日
（
水
）
に
は
「
前
夜

祭
」
ー
コ
ン
サ
ー
ト
と
う
た
う
会
、

敬
和
公
民
館
３
階

５
０
０
円
ー

が
あ
り
ま
す
。

多
く
の
参
加
を
期
待
し
ま
す
。

（
勝
谷

鐵
幸

記
）

フ
ク
シ
マ
の
子
等
に
Ａ
２
判
定

映
画
「Ａ
２
―
Ｂ
―
Ｃ
」９
条
の
会
す
ず
か
上
映
会

第
86
回
三
重
県
中
央
メ
ー
デ
ー

み
ん
な
で
行
こ
か

●
少
子
化
対
策
だ
と
言
わ
れ
、
私

達
夫
婦
は
頑
張
っ
て
４
人
の
子
供

を
育
て
て
い
ま
す
。
な
の
に
消
費

税
は
上
が
る
わ
、
低
年
齢
控
除
は

な
く
な
る
わ
、
お
ま
け
に
年
金
が

貰
う
額
が
少
な
く
な
る
と
な
る
と
、

私
達
は
老
後
が
全
然
楽
し
み
に
な

り
ま
せ
ん
。
安
倍
さ
ん
は
私
達
よ

り
確
実
に
早
く
死
に
ま
す
。
子
供

を
こ
の
ま
ま
日
本
で
育
て
て
い
く

事
が
か
わ
い
そ
う
で
な
り
ま
せ
ん
。

正
直
生
活
も
苦
し
い
で
す
。

●
生
活
、
生
活
と
仕
事
に
関
す
る

支
払
い
で
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
る

中
、
義
務
だ
か
ら
生
活
で
き
な
く

て
も
、
払
え
と
言
わ
れ
た
。
自
分

達
も
進
ん
で
納
税
出
来
る
生
活
を

望
ん
で
い
る
の
に
、
生
活
、
生
き

て
い
く
こ
と
さ
え
ま
ま
な
ら
な
い
。

年
金
や
税
金
に
関
す
る
こ
と
で
、

低
所
得
者
を
助
け
て
く
だ
さ
い
。

格
差
社
会
を
な
く
し
て
く
だ
さ
い
。

●
税
金
税
金
で
こ
れ
以
上
苦
し
め

な
い
で
ほ
し
い
。
老
後
の
保
障
も

な
く
、
食
べ
て
い
く
の
が
や
っ
と

の
こ
の
職
人
生
活
だ
と
、
若
い
者

を
育
て
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
必

死
に
仕
事
を
取
り
、
必
死
に
働
い

て
も
、
税
金
税
金
で
一
体
何
の
た

め
に
働
い
て
い
る
の
か
が
分
か
ら

な
く
な
る
。
も
っ
と
働
き
が
い
の

あ
る
社
会
世
の
中
に
し
て
ほ
し
い
。

●
私

67
歳
、
妻

63
歳
、
年
金
だ

け
が
生
活
の
資
金
で
す
。
退
職
金

は
な
し
で
す
。
20
歳
よ
り
年
金
を

か
け
て
、
い
ざ
貰
う
と
き
の
年
齢

は
だ
ん
だ
ん
引
き
上
げ
ら
れ
て
う

ら
め
し
く
思
う
こ
の
頃
、
不
安
で

仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
か
私

達
に
も
目
を
向
け
て
下
さ
い
。

私
の
訴
え

く
ら
し
守
れ
20
万
請
願

（
匿
名

順
不
同
）

メーデーポスター

写真提供 みえ労連



名
が
４
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。

優
勝
は
４
ゲ
ー
ム
ト
ー
タ
ル
67

で
松
田
房
子
さ
ん
で
し
た
。
ブ
ー

ビ
ー
賞
は
豊
留
和
子
さ
ん
、
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
は
、
松
田
房
子
さ
ん

が
３
回
、
豊
留
正
利
さ
ん
と
山
際

節
子
さ
ん
が
２
回
、
谷
口
正
江
さ

ん
と
豊
留
和
子
さ
ん
が
１
回
の
合

計
９
回
で
し
た
。

次
回
は
５
月
20
日
（
水
）
午
前

９
時
か
ら
、
雨
天
時
は
５
月
22
日

（
金
）
に
な
り
ま
す
。
場
所
は
フ

ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
で
す
。

優
勝
の
松
田
房
子
さ
ん
の
感
想

「
調
子
が
良
く
３
回
も
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
が
で
て
優
勝
が
出
来
て
嬉

し
い
で
す
。
」（

松
田

二
郎

記
）

（
４
/

15
実
施
）

あ
る
人
は
音
多
倶
楽
部
の
整
理
、

あ
る
人
は
エ
ク
セ
ル
に
つ
い
て
の

試
行
錯
誤
で
の
学
習
、
あ
る
人
は

消
え
た
住
所
録
の
探
索
、
あ
る
人

は
パ
ソ
コ
ン
の
始
動
が
ど
う
し
て

も
で
き
な
い
と
の
相
談
、
一
寸
し

た
勘
違
い
が
解
っ
て
大
笑
い
。

選
挙
期
間
が
せ
ま
っ
て
き
た
の

で
参
加
者
は
５
名
で
し
た
。

（
樋
口

公
允

記
）

４
月
の
例
会
は
、
お
天
気
に
恵

ま
れ
伊
賀
市
の
「
も
く
も
く
の
湯
」

へ
い
き
ま
し
た
。
参
加
者
が
少
な

く
２
台
で
９
人
が
分
乗
し
て
出
か

け
ま
し
た
。
平
日
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
外
国
か
ら
の
客
も
多
く
、
脱

衣
所
は
大
賑
わ
い
で
し
た
。
近
く

の
温
泉
だ
っ
た
の
で
、
ゆ
っ
く
り

お
風
呂
に
入
り
、
ゆ
っ
く
り
食
事

を
し
て
、
夕
方
５
時
に
帰
り
ま
し

た
。来

月
の
例
会
は

５
月

19
日

（
火
曜
）
８
時
30
分
出
発
で
、
愛

知
県
長
久
手
温
泉
で
す
。
都
会
の

真
ん
中
の
、
ガ
ラ
ス
張
り
の
明
る

い
温
泉
で
す
。
申
し
込
み
は
５
月

14
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。
参

加
費
３
千
5
百
円
。

（
辻
井
良
和
３
８
６ｰ

０
５
２
９
）

（
辻
井

良
和

記
）

温
泉
め
ぐ
る
会

サ
ー
ク
ル
短
信

４
月
例
会

も
く
も
く
の
湯

伊
賀
市

パ
ソ
コ
ン
教
室

（４）第２１８号 き ら ら ２０１５．４．２２

予
定
し
て
い
た
15
日
が
雨
の
た

め
17
日
に
、
朝
方
少
し
雨
が
降
り

心
配
し
な
が
ら
、
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

ク
で
、
男
性
５
名
女
性
７
名
の
12

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

優
勝
は
松
田
房
子
さ
ん

楽
し
み
ま
し
た
。

次
回
は
、
５
月
15
日
（
金
）
13

時

30
分
～

15
時

30
分
、
白
子
コ

ミ
セ
ン
２
階
ホ
ー
ル
で
す
。
５
月

12
日
（
火
）
と
連
絡
し
ま
し
た
が
、

15
日
（
金
）
で
す
。
間
違
わ
な
い

よ
う
ご
注
意
下
さ
い
。

（
勝
谷

鐵
幸

記
）

４
月

17
日
（
金
）
の

13
時

30

分
か
ら
15
時
過
ぎ
ま
で
、
白
子
コ

ミ
セ
ン
で
行
い
ま
し
た
。
参
加
者

は
７
名
で
し
た
。
人
数
が
少
な
か
っ

た
た
め
、
汗
を
か
き
、
ふ
う
ふ
う

言
い
な
が
ら
、
会
話
も
は
ず
み
、

４
月
の
例
会
は
８
日
に
19
人
の

参
加
で
行
い
ま
し
た
。

次
回
は
、
５
月
13
日
（
水
）
ジ
ャ

パ
ン
カ
ラ
オ
ケ
中
央
店

11
時
～

４
時
ま
で

参
加
費
３
０
０
円

お
昼
は
各
自
で
。

（
熊
給
富
子
、
佐
藤
晴
衣

記
）

カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
会

卓
球
を
楽
し
も
う

５
月
は
15
日
（
金
）
で
す患

を
疑
っ
て
病
院
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

左
肩
の
み
が
痛
む
肩
こ
り
の
場
合
、
心
筋

梗
塞
な
ど
か
ら
来
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、

肝
臓
や
胆
嚢
、
胃
腸
が
悪
い
時
、
懲
り
や
す

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
も
諸
説

あ
り
ま
す
が
、
単
な
る
肩
こ
り
だ
と
放
置
せ

ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
疾
患
が
隠
れ
て
い
る
可
能

性
も
あ
り
、
心
に
留
め
て
お
い
て
下
さ
い
。

（
田
中

美
代
子

記
）

肩
こ
り
の
原
因
は
、
ほ
と
ん
ど
は
疲
労
で

す
が
、
時
に
は
病
気
の
サ
イ
ン
と
い
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
筋
肉
の
緊
張
や
血
行
障
害
だ

け
で
な
く
、
頸
椎
や
関
節
周
囲
の
組
織
の
炎

症
な
ど
が
原
因
で
あ
っ
た
り
、
狭
心
症
や
胆

石
な
ど
内
科
的
な
病
気
の
症
状
と
し
て
起
き

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

一
般
的
な
肩
こ
り
で
は
、
体
勢
を
変
え
る

と
症
状
が
緩
和
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、

四
六
時
中
肩
こ
り
が
続
く
様
な
ら
、
内
科
疾

ち
ょっと勉強

単なる肩こりと放っておかないで

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

（
31
）

左
足
を
床
に
着
け
膝
を
折
り
、
右
足
を
横
に
い
っ
ぱ
い
延
ば
し
か
か
と
を
床
に

着
け
ま
す
。
つ
ま
先
は
上
に
上
げ
ま
す
そ
し
て
右
手
で
右
足
首
を
持
ち
ま
す
。
左

手
は
左
膝
の
上
に
置
き
ま
す
。
左
右
行
い
ま
す
。

効
果

左
右
行
う
事
で
両
足
の
横
と
裏
ら
の
筋
肉
が
良
く
伸
び
ま
す
。
両
足
首
も

柔
ら
か
く
な
り
ま
す
、
腰
の
バ
ラ
ン
ス
も
良
く
な
り
、
腰
痛
防
止
に
も
成
り
ま
す
。

（
梅
田

全
美

記
）



４
月
の
例
会
は
、
２
日
、
ジ
ェ

フ
リ
ー
す
ず
か
に
て
、
７
人
の
出

席
で
し
た
。

先
ず
、
漢
字
の
ド
リ
ル
、
読
み

方
と
四
字
熟
語
の
間
違
い
文
字
さ

が
し
を
し
ま
し
た
。
後
半
は
、
著

書
「
日
本
の
大
和
言
葉
を
美
し
く

話
す
」
か
ら
「
手
紙
」
と
「
言
挙

げ
」
の
項
を
読
み
ま
し
た
。
「
言

挙
げ
」
と
は
、
思
っ
て
い
る
内
容

を
は
っ
き
り
と
口
に
す
る
こ
と
、

で
す
。

次
回
は
、
５
月
７
日
（
木
）
９

時
30
分
、
ジ
ェ
フ
リ
ー
す
ず
か
研

修
室
Ｂ
で
す
。

（
太
田

和
美

記
）

蓬
莱
山
（
１
１
７
４
ｍ
）
（
比

良
山
系
）
大
津
市

Ｂ
ク
ラ
ス

難
易
度
☆

歩
行
時
間
約
４
時
間

５
月
10
日
（
日
）

午
前
７
時

鈴
鹿
市
文
化
会
館
第
３
駐
車
場
集

合
。
午
後
６
時
頃
帰
着
予
定
。

☆
歩
行
時
間
が
や
や
長
い
の
で
Ｂ

ク
ラ
ス
と
し
ま
し
た
が
、
ハ
イ
キ

ン
グ
気
分
で
登
れ
る
比
較
的
楽
な

山
。
琵
琶
湖
の
展
望
が
良
い
。

参
加
希
望
者
は
５
月
８
日
ま
で
に

足
立
・
桑
原
・
高
木
・
伊
藤
の
い

ず
れ
か
に
連
絡
を
。

（
伊
藤

純
雄

記
）

今
月
の
山
行
は
中

都
合
に
よ

り
、
止
致
し
ま
し
た
。

４
月
例
会山

歩
会

段
、
ブ
リ
ッ
ジ
等
ス
リ
リ
ン
グ
な

登
り
が
続
く
が
、
危
険
な
個
所
に

は
手
す
り
な
ど
の
安
全
策
が
あ
り

安
心
し
て
登
れ
る
。

絶
壁
の
上
が
頂
上
。
ち
ょ
う
ど

12
時
に
着
い
た
。
頂
上
は
狭
い
が

ベ
ン
チ
も
あ
り
、
ゆ
っ
く
り
休
め

る
。
３
６
０
度
の
景
観
と
岩
壁
に

生
え
る
満
開
の
ツ
ツ
ジ
。
少
し
先

に
三
角
点
が
あ
り
、
こ
ち
ら
は
さ

ら
に
絶
景
。
岩
壁
か
ら
下
を
の
ぞ

く
と
、
の
ど
か
な
山
荘
風
景
が
直

下
に
見
ら
れ
る
が
、
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー

プ
が
張
ら
れ
て
い
る
も
の
の
足
の

す
く
む
思
い
。

昼
食
の
後
、
12
時
40
分
山
頂
を

出
発
。
下
り
道
は
鎖
場
も
あ
る
急

下
降
の
連
続
。
岩
の
下
を
潜
り
抜

け
る
と
ほ
と
ん
ど
水
の
な
い
二
つ

の
滝
の
並
ぶ
不
動
滝
。
近
づ
い
て

見
上
げ
る
50
ｍ
ほ
ど
の
岩
壁
は
、

こ
れ
ま
た
圧
巻
。
こ
こ
か
ら
ま
た

急
な
石
段
を
少
し
下
る
と
国
道
に

（５） 第２１８号 き ら ら ２０１５.４．２２

今
回
は
、
お
休
み
の
人
が
あ
り

音
読
の
会

サ
ー
ク
ル
短
信

女
性
部
サ
ー
ク
ル

か
よ
ち
ゃ
ん
の
手
芸
教
室

ど
ん
が
め
グ
ル
ー
プ

麓
は
ツ
ツ
ジ
、
山
は
サ
ク
ラ

10
時
25
分
愛
知
県
設
楽
町
和
市

の
駐
車
場
か
ら
登
山
開
始
。
す
ぐ

に
十
三
曲
り
と
い
う
ジ
グ
ザ
グ
の

登
り
に
、
一
曲
り
ご
と
に
標
識
が

あ
り
、
そ
の
数
字
の
増
え
て
い
く

の
を
楽
し
み
に
登
っ
て
行
く
と
、

あ
っ
け
な
く
13
曲
り
の
表
示
が
出

て
峠
に
着
い
た
。
こ
こ
か
ら
尾
根

道
を
し
ば
ら
く
登
る
と
眼
前
に
大

絶
壁
が
現
れ
、
鉄
梯
子
や
木
の
階

４
月
例
会

岩
古
谷
山

い

わ

こ

や

さ

ん

（
７
９
９
ｍ
）

５
月
例
会
案
内

ま
し
た
が
、

干
支
の
未
が

出
来
上
が
り

並
べ
て
み
る

と
、
顔
の
形

と
か
、
口
も

と
、
目
が
か

わ
い
く
出
来

上
が
り
、
人

そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
が
あ
り
、

か
わ
い
く
出

来
ま
し
た
。

次
回
は
、

５
月
26
日
（
火
）
13
時
～
16
時
、

岡
田
集
会
所
で
す
。
洋
裁
の
用
意

５
月
例
会
案
内

５
月
度
例
会
は
、
滋
賀
県

「
堂
満
岳
」
（
１
０
５
７
ｍ
）
周

回
で
す
。
難
度
★

脚
力
★
★

日
時

５
月
12
日
（
火
）

歩
行
時
間

約
６
時
間

集
合
時
刻

午
前
６
時
30
分

集
合
場
所

鈴
鹿
市
文
化
会
館

第
三
駐
車
場

出
欠
連
絡
先

岡
本
美
千
子
、
前

田
純

（
前
田

純

記
）

安
倍
首
相
が
街
頭
で
秘
密
保
護
法
の
演
説
を
し
て
い
る
と
、

群
衆
の
中
の
あ
る
男
が
叫
ん
だ
。
「
安
倍
の
バ
カ
野
郎
ー
。
」

と
、
す
る
と
と
た
ん
に
警
官
に
逮
捕
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
男
が

言
っ
た
。
「
な
ん
の
理
由
で
お
れ
を
捕
ま
え
る
の
か
？
」
警
官

が
言
っ
た
。
「
国
家
機
密
を
も
ら
し
た
か
ら
だ
よ
！
」

（
樋
口

出

記
）

笑
い
話

絵手紙
提供 谷口 正江

出
て

2
時
駐
車
場
着
。
今
や
満
開

の
桜
を
走
る
車
中
よ
り
満
喫
し
て

帰
途
に
つ
く
。

４
月
16
日

晴
の
ち
曇

参
加
者
５
名

（
伊
藤

純
雄

記
）

を
お
願
い
し
ま
す
。

（
山
中

加
代
子

記
）
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き
ら
ら
文
芸

俳
句水

鳥
の
波
紋
広
が
り
春
の
風

梅
田
全
美

う
ぐ
い
す
の
声
に
足
と
め
散
歩
す
る

受
験
子
の
一
人
つ
ぶ
や
く
花
言
葉

東
口
正
男

里
山
の
花
に
埋
も
れ
女
人
堂

う
た
た
寝
に
覚
め
て
一
人
や
春
し
ぐ
れ

三
林
保
子

裏
側
は
さ
み
し
い
貌
か
落
椿

川
柳「

我
が
軍
」
と
言
っ
て
「
玉
砕
」
用
意
す
る

余
志
嘉
壽

平
和
な
り
「
靖
国
の
花
」
知
る
我
ら

わ
た
し
と
憲
法

糸
柳

章
司

私
が
国
民
学
校
に
入
学
し
た
の

は
一
九
四
五
年
四
月
で
あ
る
。
渥

美
半
島
の
田
舎
の
学
校
だ
。

入
学
は
し
た
も
の
の
、
登
校
す

る
と
す
ぐ
空
襲
警
報
が
入
り
、
上

級
生
に
背
負
わ
れ
て
慌
し
く
下
校

と
い
っ
た
毎
日
だ
っ
た
。

八
月
に
終
戦
と
な
り
、
何
の
心

配
も
な
い
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

そ
ん
な
中
で
今
も
思
い
出
す
風

景
が
あ
る
。
木
造
の
古
い
校
舎
の

玄
関
に
大
き
な
掲
示
板
が
あ
り
、

そ
こ
に
日
本
国
憲
法
の
前
文
が
墨

黒
ぐ
ろ
と
書
か
れ
て
あ
っ
た
こ
と

だ
。
そ
の
頃
は
、
意
味
も
よ
く
は

分
ら
な
か
っ
た
が
、
新
生
日
本
の

進
む
道
だ
と
聞
か
さ
れ
、
何
と
な

く
希
望
の
星
の
よ
う
に
感
じ
、
前

を
通
る
た
び
に
見
上
げ
て
過
ご
し

た
も
の
で
あ
る
。

社
会
人
と
な
っ
て
組
合
活
動
や

サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
に
夢
中
に
な
っ

て
い
た
頃
、
同
世
代
の
仲
間
と
よ

く
語
り
あ
っ
た
の
は
、
「
俺
達
こ

そ
民
主
教
育
の
一
期
生
で
あ
り
、

い
わ
ば
新
憲
法
の
申
し
子
な
ん
だ
」

と
。今

日
の
自
分
が
あ
る
の
は
、
あ

の
小
学
生
の
頃
、
玄
関
に
掲
げ
ら

れ
て
い
た
『
新
憲
法
』
の
下
で
の

学
校
生
活
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、

平
和
憲
法
は
私
の
原
点
な
の
だ
。

だ
か
ら
勝
手
に
変
え
ら
れ
て
は
困

る
の
だ
。

お
元
気
で
す
か
組
合
員
訪
問
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

第
117
回

遠
藤

一
男
さ
ん

自
治
会
の
宮
総
代
に
加
え
て
、

昨
年

12
月
の
総
選
挙
中
、
中
野

カ
ー
の
専
属
運
転
手
を
や
り
、

細
菌
大
腸
炎
に
罹
り
、
10
日
間
入

院
し
て
、
５
㎏
や
せ
、
昔
の
ズ
ボ

ン
が
は
け
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

が
、
今
は
す
っ
か
り
元
気
で
す
。

現
在
、
橋
詰
圭
一
後
援
会
の
責

任
者
と
し
て
奮
闘
中
で
す
。
そ
の

選
挙
事
務
所
に
て
、
マ
イ
ク
付
き

イ
ヤ
ホ
ー
ン
を
耳
に
挟
ん
だ
例
の

遠
藤
ス
タ
イ
ル
で
、
話
を
伺
い
ま

し
た
。
穏
や
か
な
、
誠
実
そ
の
も

の
の
話
し
ぶ
り
で
す
。

橋
詰
さ
ん
と
は
、
千
代
崎
に
住

み
始
め
た
10
年
前
か
ら
の
、
月
１

回
程
の
飲
み
仲
間
と
し
て
の
付
き

合
い
で
す
。
そ
の
延
長
線
上
に
、

鈴
亀
ユ
ニ
オ
ン
の
執
行
委
員
、
鈴

亀
労
連
の
副
議
長
、
年
金
者
組
合

の
執
行
委
員
、
み
ん
な
の
会
の
事

務
局
長
、
た
ん
ぽ
ぽ
の
運
営
委
員

を
務
め
る
今
が
あ
り
ま
す
。

「
Ｗ
Ｉ
Ｏ
（
ワ
イ
オ
）
元
気
サ

ポ
ー
ト
」
（
水
素
水
の
成
生
器
、

食
品
、
化
粧
品
な
ど
の
卸
し
、
販

売
）
を
自
営
し
て
い
ま
す
。
イ
オ

ン
グ
ル
ー
プ
に
20
年
間
勤
め
、
身

に
付
い
た
「
お
客
様
第
一
」
を
実

践
し
て
い
ま
す
。
健
康
の
元
は
、

人
間
の
付
き
合
い
で
ス
ト
レ
ス
が

な
い
状
態
に
な
る
こ
と
で
す
。
会
っ

て
い
る
人
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
（
誠

実
に
、
責
任
を
も
っ
て
関
わ
る
）

と
、
相
手
は
自
分
の
鏡
で
あ
り
、

相
手
の
た
め
に
お
役
に
立
て
れ
ば

と
、
笑
顔
に
な
り
、
楽
し
く
な
り

ま
す
。
こ
う
い
う
人
間
関
係
を
作

り
上
げ
て
、
１
０
０
０
万
円
近
い

売
り
上
げ
を
目
指
し
た
い
と
、
営

業
マ
ン
の
顔
に
戻
り
ま
し
た
。

選
挙
の
当
落
は
、
票
を
読
む
人

が
、
読
み
続
け
て
い
る
か
、
読
み

を
止
め
て
し
ま
っ
た
か
、
で
決
ま

り
ま
す
、
と
、
過
去
の
選
挙
に
携

わ
っ
た
多
く
の
経
験
か
ら
得
た
教

訓
を
、
後
援
会
責
任
者
の
厳
し
い

顔
で
、
さ
ら
っ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
時
間
が
あ
れ
ば
温
泉

旅
行
に
行
き
た
い
と
、
お
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
４
月
20
日

文
・
写
真

勝
谷

鐵
幸

短
歌

藤
井
美
知
子

風
無
く
も
は
ら
は
ら
と
散
る
薄
紅
の
さ
く
ら
よ
聞
い
て
胸
の
高
鳴
り
を

た
ん
ぽ
ぽ
の
綿
毛
が
飛
ぶ
よ
西
東
何
処
に
咲
く
も
わ
た
し
は
わ
た
し

い

ず

こ
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に
書
い
て
欲
し
い
と
、
厚
か
ま
し

く
も
頼
み
ま
し
た
。

そ
の
２
ヶ
月
後
に
、
同
じ
病
院

に
、
同
じ
骨
折
で
入
院
す
る
と
は
、

神
な
ら
ぬ
身
の
知
る
よ
し
も
な
く
、

今
思
え
ば
本
当
に
中
平
さ
ん
に
と
っ

て
は
、
な
ん
と
も
言
い
よ
う
の
な

い
き
も
ち
で
あ
っ
た
ろ
う
と
、
今

頃
推
察
し
、
申
し
訳
な
い
残
酷
な

お
願
い
で
あ
っ
た
と
反
省
し
て
い

ま
す
。

中
平
さ
ん
か
ら
は
「
私
の
下
手

な
作
文
で
も
良
け
れ
ば
」
と
、
引

き
受
け
て
頂
き
、
郵
送
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
（
２
月
号
き
ら
ら
掲
載
）

入
院
か
ら
24
日
の
私
に
は
、
前

途
に
光
は
見
え
ま
せ
ん
。
中
平
さ

ん
は
３
ヶ
月
近
く
の
頑
張
り
で
、

本
人
の
希
望
の
退
院
が
許
可
さ
れ
、

満
開
の
花
の
中
に
帰
宅
で
す
。

病
み
て
知
る
厚
き
友
情
暖
か
く

心
に
染
め
ど
い
か
に
報
い
ん

し

故

丹
治
義
子

中
平
さ
ん
と
私
は
、
丹
治
さ
ん

の
歌
の
通
り
だ
ね
、
凡
人
の
わ
た

し
た
ち
に
は
、
考
え
も
付
か
な
い

詠
ま
れ
方
で
、
感
心
す
る
や
ら
羨

ま
し
い
や
ら
、
私
た
ち
は
何
も
出

来
な
い
ネ
。
と
い
つ
も
の
会
話
に

な
り
ま
す
。
中
平
さ
ん
退
院
お
め

で
と
う
、
そ
し
て
あ
り
が
と
う
!!

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
い
る
皆
様

に
は
、
心
か
ら
の
お
詫
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

４
月
７
日
に
村
瀬
病
院
に
転
院

し
ま
し
た
。
も
う
少
し
リ
ハ
ビ
リ

に
励
み
ま
す
。

１
月
の
始
め
、
組

合
員
の
中
平
恵
美
子

さ
ん
が
、
家
の
中
の

事
故
で
津
の
病
院
に

入
院
さ
れ
た
。

慎
重
で
冷
静
な
方

が
ど
う
し
て
…
と
思

ひとくち広場

名
誉
の
負
傷

辻
井

豊
子

春
を
満
喫
し
て
い
ま
す

坂
倉
千
谷
子

い
つ
づ
け
て
、
そ
の
療
養
生
活
の

辛
さ
と
不
自
由
さ
を
思
い
落
涙
し

た
。そ

の
反
面
、
意
地
の
悪
い
私
の

性
格
が
ム
ク
ム
ク
と
頭
を
も
た
げ
、

往
復
ハ
ガ
キ
を
送
り
付
け
、
何
者

に
も
制
約
さ
れ
ず
（
こ
れ
は
あ
り

得
な
い
け
ど
）
自
由
に
暮
ら
せ
る

こ
と
が
ど
れ
ほ
ど
に
有
難
い
こ
と

か
「
自
由
に
つ
い
て
」
「
き
ら
ら
」

４
月
２
日
に
は
、
石
薬
師
高
校

に
お
弁
当
を
作
っ
て
お
花
見
に
行

き
ま
し
た
。
の
ど
か
な
田
園
風
景

の
中
、
小
鳥
の
さ
え
ず
り
を
聴
き

な
が
ら
、
家
族
で
の
ん
び
り
と
お

昼
を
食
べ
、
寝
転
ん
だ
り
、
お
し
ゃ

べ
り
を
し
て
過
ご
し
ま
し
た
。
人

も
少
な
く
、
私
の
密
か
な
お
花
見

ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

わ
が
家
の
庭
も
春
満
開
で
す
。

庭
の
椿
の
木
に
リ
ボ
ン
や
、
光
る

球
の
飾
り
を
付
け
て
、
ピ
ン
ク
の

花
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。
飾
り

が
風
に
揺
れ
る
と
太
陽
の
光
を
反

射
し
て
キ
ラ
キ
ラ
と
、
と
て
も
き

れ
い
で
す
。

パ
ン
ジ
ー
、
ビ
オ
ラ
、
ば
ら
、

カ
ラ
ン
コ
エ
、
水
仙
、
ヒ
ヤ
シ
ン

ス
な
ど
で
す
。
買
っ
た
有
機
肥
料

の
入
っ
た
土
で
育
て
て
い
た
ら
、

い
つ
の
間
に
か
、
蕪
な
ど
野
菜
が

一
緒
に
育
っ
て
い
ま
し
た
。
ど
う

も
土
に
種
が
混
じ
っ
て
い
た
よ
う

で
す
。
カ
ラ
フ
ル
の
花
や
野
菜
に

囲
ま
れ
て
春
を
満
喫
し
て
い
ま
す
。

私
の
家
に
は
も
う
す
ぐ
13
歳
に

な
る
雄
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ダ
ッ
ク
ス

フ
ン
ド
が
い
ま
す
。
名
前
は
「
ベ

ル
」
。

ず
っ
と
以
前
か
ら
犬
を
飼
い
た

い
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
仕

事
が
忙
し
く
て
中
々
飼
え
ず
退
職

を
機
に
飼
い
始
め
ま
し
た
。

こ
の
子
が
う
ち
に
来
た
時
の
事

は
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

何
軒
か
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を
廻
り
、

そ
の
中
の
一
匹
が
、
ガ
ラ
ス
越
し

に
、
人
な
つ
っ
こ
そ
う
な
目
で
、

ジ
ッ
と
私
を
見
つ
め
、
目
と
目
が

合
い
「
う
ん
、
こ
の
子
が
一
番
可

愛
い
、
こ
の
子
に
決
め
た
！
」

そ
れ
か
ら
は
家
族
の
一
員
と
し

て
共
に
暮
ら
し
毎
日
心
癒
さ
れ
て

い
ま
す
。

今
か
ら
４
年
前
、
こ
の
可
愛
い

子
が
、
あ
る
日
突
然
動
け
な
く
な

り
、
急
遽
か
か
り
つ
け
の
ペ
ッ
ト

ク
リ
ニ
ッ
ク
へ
、
ヘ
ル
ニ
ア
と
診

断
さ
れ
、
名
古
屋
の
ヘ
ル
ニ
ア
専

門
の
名
医
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い

て
、
す
ぐ
手
術
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
も
名
古
屋
の
動
物
病
院

で
何
度
も
入
退
院
を
繰
り
返
し
、

一
年
く
ら
い
か
か
っ
て
、
や
っ
と

歩
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

左
の
後
ろ
足
に
、
麻
痺
が
残
り
、

今
で
も
少
し
引
き
ず
っ
て
歩
い
て

い
ま
す
。

こ
の
様
な
障
害
犬
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
は
、
メ
タ
ボ
が
原
因
で

好
き
な
物
を
何
で
も
ホ
イ
ホ
イ
と

与
え
て
い
た
私
の
責
任
で
、
後
悔

し
き
り
で
す
。

老
犬
で
す
か
ら
や
が
て
別
れ
の

日
が
来
る
と
思
い
ま
す
が
、
一
日

で
も
長
く
寄
り
添
い
、
で
き
る
こ

と
な
ら
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
載
る
く

ら
い
、
長
生
き
し
て
欲
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

私
の
愛
犬
ベ
ル

中
川

信
子
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エリンギ３本

Ａ（醤油大さじ２ 酒大さじ１ 酢大さじ２

①エリンギは、縦に５㎜位の厚さに切り、

熱湯で堅茹でする。

②ざるにあげて水分を切り、熱いうちにＡを合わせた

容器に、エリンギを並べる。

③１時間ほど漬けるとなじんで食べ頃になる。（途中

で１度上下を返す。）

※食べやすく２～３つに裂いて盛り付ける。冷蔵庫で

保存し、早めに食べる。

材料

（太田 和美）

作り方

支部日誌

３月25日(水)｢きらら｣編集･発行･連絡会

４月１日(水)第12回組織部会(9:30～白子コミセン)

パソコン教室

２日(木)音読の会

３日(金)第12回執行委員会(13:30～ｼﾞｪﾌﾘｰ）

４日(土)｢きらら｣編集会議
８日(水)カラオケの会

９日(木)６・９行動

11日(土)どんがめ 愛知｢岩古谷山」

12日(日)知事選挙

14日(火)山歩会 福井県｢鍋倉山｣｢藤倉山」

15日(水)パソコン教室・グランドゴルフ

16日(木)温泉めぐる会 伊賀市｢もくもく温泉｣

17日(金)議案書作製・卓球を楽しもう

21日(火)かよちゃんの手芸教室

22日(水)｢きらら｣編集･発行･連絡会

26日(日)市長・市会議員選挙

28日(火)第19回鈴鹿支部定期総会(ｼﾞｪﾌﾘｰ）

29日(水)鈴鹿革新懇総会 白子コミセン

５月１日(金)第86回県中央ﾒ-ﾃﾞｰ(10時～観音公園）

トワイライトメーデー(18時諏訪公園)

６日(水)第1回組織部会(9:30～白子ｺﾐｾﾝ）

パソコン教室

７日(木)音読の会

８日(金)第1回執行委員会(13:30～ｼﾞｪﾌﾘｰ）

９日(土)｢きらら｣編集会議

６・９行動

10日(日)どんがめ 大津市｢蓬莱山」
12日(火)山歩会 滋賀県｢堂満岳｣

13日(水)カラオケを楽しむ会

15日(金)卓球を楽しもう

16日(土)第1回登録団体会議(10時～ｼﾞｪﾌﾘｰ)

19日(火)温泉めぐる会 名古屋｢長久手温泉」

20日(水)パソコン教室・グランドゴルフ

26日(火)手芸教室

27日(水)｢きらら｣編集･発行･連絡会

サークル掲示板
サークル名 サークル連絡先 次回例会

女性部サークル

《サークルへは乗る人も乗せる人も助け合いの心で気軽に乗り合わせて行きましょう。》

催
し
物
案
内

①鈴
鹿
市
長
・
市
議
選
挙

４
月
19
日

告
示

４
月
26
日
（
日
）
選
挙
（
投
票
日
）

※

投
票
に
必
ず
行
き
ま
し
ょ
う
。

②
４
月
28
日
（
火
）
10
時
～
15
時

ジ
ェ
フ
リ
ー
す
ず
か
ホ
ー
ル

※
議
案
書
を
忘
れ
ず
お
持
ち
下
さ
い
。

③
４
月
29
日
（
水
）
白
子
コ
ミ
セ
ン

講
演

森
原

康
仁
三
重
大
准
教
授

④
５
月
29
日
（
金
）
11
時
30
分
～
14
時

白
子
コ
ミ
セ
ン
２
階
ホ
ー
ル

市
長
・
市
議
選
挙
日
程

イ
ラ
ス
ト

樋
口

出

エリンギの
酢醤油漬け

わたしのレシピ

パソコン教室 樋口 公允（℡ 387-3541） ５月６・20日(水)13:00～白子コミセン

山歩会 前田 純（℡ 374-4596） ５月12日(火)滋賀県「堂満岳」(1057ｍ）

どんがめグループ 足立 房枝（℡ 374-3174) ５月10日(日)大津市「蓬莱山」

温泉めぐる会 辻井 良和（℡ 386-0529） ５月19日(火)愛知県「長久手温泉」

グランドゴルフ 松田 二郎（℡ 374-3134） ５月20日(水)９:00～フラワーパーク(雨天５月22日)

カラオケを楽しむ会 熊給 富子（℡ 388-1380） ５月13日(第２水)11:00～16:00 ｼﾞｬﾊﾟﾝｶﾗｵｹ中央店

佐藤 晴衣（℡ 378-6433） (会費 300円 お昼は各自で)

卓球を楽しもう 桑原 篤（℡ 374-2894) ５月15日(火)13:30～白子コミセン２Fホール

花をめぐる会 林 和代（℡ 382-4003） 未定。

音読の会 太田 和美（℡ 383-4545） ５月７日(木)9:30～ジェフリーすずか

映画の会 辻井 豊子（℡ 386-0529） 未定。

かよちゃんの手芸教室 山中加代子（℡ 383-4140) ５月26日(火)13時～岡田集会所 洋裁の道具の用意

正美さんのよみ・かき教室 中川 信子（℡ 388-0427） 未定。

鈴
鹿
革
新
懇
総
会

第
19
回
鈴
鹿
支
部
総
会

誕
生
会（
３
～
５
月
生
ま
れ
）


